
お茶を飲みながら、

ぎのわんの歴史を

のぞいてみませんか
？

お茶を飲みながら、

ぎのわんの歴史を

のぞいてみませんか
？
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琉
球
国
王
の
普
天
間
参
詣

　
琉
球
王
国
時
代
に
は
、
首
里
か
ら
普
天
間
ま

で
松
並
木
の
街
道
（
並
松
街
道
）
が
と
お
っ
て

い
ま
し
た
。
現
在
の
普
天
間
飛
行
場
の
滑
走
路

の
や
や
東
、
駐
機
場
が
あ
る
あ
た
り
で
す
。

　
こ
の
街
道
を
と
お
って
、
毎
年
９
月
（
旧
暦
）

に
は
、
国
王
の
普
天
間
参
詣
と
い
う
行
事
が
あ

り
ま
し
た
。

　
御
輿
に
乗
っ
た
国
王
を
中
心
に
、
王
子
な
ど
、

数
十
人
の
お
供
の
人
び
と
を
つ
れ
た
行
列
が
し

ず
し
ず
と
、
並
松
街
道
を
進
み
ま
し
た
。

　
普
天
間
参
詣
は
、
国
王
に
と
っ
て
も
、
王
国

に
と
って
も
、
大
切
な
恒
例
の
行
事
で
し
た
。

　
実
は
、
こ
の
行
事
の
準
備
や
手
順
を
詳
細
に

記
し
た
マ
ニュア
ル
が
、
首
里
王
府
の
役
人
た
ち

に
よ
って
作
成
さ
れ
、
１
８
５
５
年
の
業
務
日
記

に
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

よ
る
と
、
首
里
城
を
出

発
し
た
国
王
一
行
は
、

宜
野
湾
間
切
番
所
（
後

の
村
役
場
）
で
お
茶
と
た
ば
こ
の
接
待
を
受

け
た
の
ち
、
普
天
間
宮
の
鳥
居
の
前
で
、
神

宮
寺
住
職
や
宜
野
湾
間
切
の
総
地
頭
、
普
天

間
村
の
地
頭
や
地
頭
代
と
い
っ
た
、
地
域
を

代
表
す
る
人
び
と
に
迎
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
王
子
な
ど
身
分
の
高
い
人
び
と
も
鳥
居
の
前

で
下
馬
（
馬
か
ら
降
り
る
）
す
る
こ
と
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
涼
傘
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
日
傘
や
、
国
王
に

風
を
送
る
た
め
の
巨
大
な
う
ち
わ
も
準
備
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
旧
暦
の
９
月
は
、
当
時
も
ま
だ
、
暑

い
時
期
だっ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
普
天
間
の
洞
く
つ
の
前
で
は
、
神
楽
の
演
奏

も
あ
り
、
大
夫
・
祝
部
・
内
侍
・
宮
童
な
ど
お

宮
に
仕
え
る
人
た
ち
が
、
国
王
か
ら
お
酒
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
琉
球
国
王
の
普
天
間
参
詣
は
、
沿
道
の
地
域

の
人
び
と
に
と
って
も
、
大
変
、
印
象
に
残
る
イ

ベ
ン
ト
だ
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

　
沖
縄
県
で
は
沖
縄
空
手（
古
武
術
を
含
む
）

の
伝
統
文
化
と
し
て
の
価
値
を
次
世
代
に
伝

え
て
い
く
と
と
も
に「
空
手
発
祥
の
地
・
沖

縄
」を
国
内
外
に
広
く
発
信
す
る
た
め
、県
内

の
幅
広
い
分
野
の
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

し
、沖
縄
空
手
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
空
手
は
披
露
宴
や
ト
ゥ
シ
ビ
ー（
生
年
祝
）

等
の
祝
い
の
席
、綱
引
き
や
ハ
ー
リ
ー
等
の

祭
礼
行
事
、地
域
の
敬
老
会
や
学
校
の
運
動

会
等
で
、型
の
演
舞
が
行
わ
れ
る
な
ど
県
民

生
活
に
広
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。ま
た
、琉
球

舞
踊
と
は
類
似
性
が
あ
り
、エ
イ
サ
ー
に
は

空
手
の
所
作
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す（
沖

縄
県
作
成
資
料
よ
り
）。

　
宜
野
湾
市
で
は「
野
嵩
マ
ー
ル
ア
シ
ビ
」

「
新
城
マ
ー
ル
ア
シ

ビ
」「
大
謝
名
の
獅
子

舞
」「
じ
の
ー
ん
舞

方
」で
空
手
の
道
具

で
あ
る「
棒
」を
使
っ

た「
棒
術
」や「
棒
踊

り
」、空
手
の
型
を
か

ぎ
や
で
風
の
早
弾
き

に
合
わ
せ
て
踊
り
嘉

例（
か
り
ー
）を
つ
け
る「
舞
方（
メ
ー
カ
タ
）」

が
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。「
野
嵩
マ
ー
ル
ア

シ
ビ
」「
新
城
マ
ー
ル
ア
シ
ビ
」で
は
組
踊
の

中
に
棒
術
や
殺
陣
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。野
嵩
で
は
ボ
ウ
マ
チ
も
演
じ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。「
大
謝
名
の
獅
子
舞
」で
は
昭
和
56

年
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
棒
術
と

舞
方
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。宜

野
湾
区
の「
舞
方
」は
独
特
の
節
回
し
と
型
が

あ
る
の
で
、郷
友
会
で
は
宜
野
湾
舞
方
の
歌・

三
線
・
地
謡
と
立
方
演
舞
の
保
持
者
と
後
継

者
を
認
定
し
て「
舞
方
」の
保
存
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
旧
盆
行
事
の
エ
イ
サ
ー
や
旧
暦
八

月
十
五
夜（
９
月
29
日
）の
行
事
が
各
地
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。「
大
謝
名
の
獅
子
舞
」

は
十
五
夜
と『
秋
祭
り
』で
演
舞
さ
れ
る
そ
う

で
す
。今
年
は
新
し
い
視
点
で
見
学
さ
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

宜野湾並松と一の鳥居
（大正13年頃）

普天満宮と並松（昭和13年頃）

野嵩のボウマチ（1972）

じのーん舞方（2022）（宜野湾）

大謝名の獅子舞(2018) 新城「伏山敵討」（1986）

普天間参詣行列図（模型） 市立博物館蔵
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ぎ
の
わ
ん
の

歴
史
・
文
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遺
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を
歩
く
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史
・
文
化

　
遺
産
を
歩
く
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